
OA-LightIVは、専門的アプリケーションにも見られる帳票管理・図形描写などを標準搭載していますが、GIS特有の難しい
インターフェースではなく、初心者でも使いやすく、導入日からすぐに実用活用していただけるGIS アプリケーションソフトです。

貴社の顧客データと住宅地図データを合わせる事で
さまざまな業務に対応できるGISアプリケーションソフト。

自社で管理している顧客情報（住所、氏名、所有者、購入年月日 etc.）と地図をリンクさせることで、
条件にあった顧客を検索したり、地図を色分け表示して、効率の良い訪問活動を実現できます。
また、電話対応時の顧客確認時間の短縮や訪問時の場所確認を スピーディに行えるようになります。
　
顧客情報には顧客名をはじめ顧客コード・住所・電話番号・サービス内容・・・等多々あり、別々に運用を
行う場合、1件のユーザー登録をシステム毎に登録する必要があります。そのため、入力にかかる手間
（時間・費用）が課題として残ります。
そこで、システムの連携を行なうことで、顧客管理システムで変更修正した内容を、地図システム側で受
け取り内容を変更することで問題が解消すると思われます。

お持ちの管理システムと地図システム「OA-Lightシリーズ」連携による
顧客管理のご紹介！

バッチ処理機能　顧客管理システムにおいて登録された管理情報を地図システム側に一括自動取り込み
　　　　　　　　　　　を行ない、マッチング処理までを行なうことが可能となります。
　
地図表示機能　　顧客管理システム側にある地図表示ボタンによりユーザー先である地図表示が可能
                      となります。

印刷機能　　　　　例えば指定工事会社または営業担当へ提示する際の指示書が印刷可能となります。

顧客管理システムよりOA‐Lightシステム側のデータ登録が一括で行なう事が出来ます。
・管理システムで登録されたデータをOA‐Lightシステムの台帳データへ一括登録が可能。
・一括登録された台帳データを自動マッチング処理が行なえる。
　　※自動マッチングで未リンクとなった場合、手動でマッチング処理を行なう必要があります。

●事前準備
システム連携が行なわれるといっても、何もしなくて良い訳ではありません。
では何を決めて、何の準備を行なわなければならないのでしょうか？

　①顧客情報の登録の中で何の項目を地図システム側に反映するかを決めます。
　②項目が決まったら地図システム側にデータのインポート作業（手動）を行ないます。
　③地図システム側で自動マッチング処理を行います。
　④マッチング処理の後、何割かがアンマッチ（リンクされていない状態）となっていると思われるので、目視作
　　業にて台帳と加入者宅とのリンク作業を行います。
　　※アンマッチの原因：顧客情報で入力した住所と地図側で持っている住所が同一又は同等でない場合に発生します。

　顧客管理システム側で顧客情報の修正が行なわれましたら、夜間バッチ（自動）で地図システム側に
  データを取り込み、新規ユーザーのマッチング処理を自動で行ないます。
　マッチングには事前準備で行なった時のように、一部のデータでアンマッチになっている場合があります。
　アンマッチについては目視（手動）でリンクを行なう必要があります。
　
　アンマッチの確認方法
　地図システム側にある顧客情報（台帳）をCSVデータで
　抽出が可能ですので、リンクコードが付いていない
　データが未リンクとなっており確認ができます。

※エンドユーザー様だけではく、開発ベンダー様からのご相談も承ります。お気軽にご相談下さい。

沖縄インターマップ株式会社
代表者：代表取締役　大嶺　香　　　担当者：営業部　金城・平良
住所：那覇市宮城1-14-25　　TEL：098(857)3883　FAX：098(857)9696
URL：http://www.intermap.co.jp　E-mail：toiawase3883@intermap.co.jp
【出展商品名】電子住宅地図：Zmap-TOWNⅡ、GISアプリケーション：OA-LiｇｈｔⅣ
【出展概要】顧客管理システムと地図システムの連携
【対象分野】業種を問わず、顧客管理・販促営業用ツールとして地図導入をご検討している企業
【導入効果】顧客分布状況等の見える化による効率的な販売戦略
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